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電力密度評価方法作業班の検討内容 2

【検討対象】
6GHz以上で動作する携帯電話端末等の波源近傍の電力密度による評価法。

• 携帯電話端末等の電力密度の評価方法。

• 電力密度と比吸収率（SAR）を指標とする複数周波数の評価方法。

【留意事項】

• 国内規制値について検討を進めている「電波防護指針の在り方に関する検討作業班」と調整・連携。

• 国際電気標準会議（IEC）における国際規格策定動向をふまえた検討。

電力密度評価方法作業班 配付資料1-1より



検討スケージュール（予定） 3

電力密度評価方法作業班 配付資料1-1を改変



作業班検討状況 4

【第１回】２０１８年４月２６日 １４：３０〜１６：３０
• 諮問及び検討の進め方について
• 電波防護指針の適合性評価方法の概要について
• 国際動向について

 国際標準化動向
 IEC TR 63170 ED1 技術報告書概要

【第２回】２０１８年６月１９日 １５：００〜１７：００
• IEC/IEEE合同標準化会議（JWG12）会合の結果概要について
• 5Gの技術動向について

 ５Gを端末へ導入するポイントと電波防護に関連する３GPP仕様
 日本における５Gシステムトライアル「5GMFにおける5G総合実証試

験推進グループ（5G-TPG）の活動」



国際標準化動向 5

• IECにおいて、 6～100GHzの端末近傍の電力密度測定方法に関する技術報告書
（IEC/TR63170）が承認されており、2018年9月に発行予定。
 測定システムの基本構成を記載。
 測定手法（測定対象の物理量）に応じて、複数の評価手法を選択可能。

• IEC/TR63170をベースに、IECとIEEEが共同で国際規格を策定中。
 ワーキングループ共同コンビナーは大西構成員。
 ＴＲで十分に検討されていない部分について検討。
 周波数範囲を6GHz～300GHzに拡張
 国際規格の委員会原案（CD）の内容は2018年9月までに確定予定 。
 最終国際規格案（FDIS）の投票は2020年を予定。

• 本作業班で策定する評価手法と国際規格が矛盾しないように、本作業班での検討
内容を上記国際規格委員会原案（CD）に反映していくことを確認。

評価面

測定面

電磁界プローブ

電力密度評価方法作業班 配付資料1-4を元に作成



IEC/IEEE合同標準化会合の動向 6

【６月会合の動向】

• 国際規格発行スケジュールの予定に変更が無いことを確認。
• CD回付（2018年12月）←内容は9月頃に確定予定。
• IS発行（2021年1月）

• 「電力密度測定」の定義を記載。（分科会での指摘事項）

• 技術的な課題（測定システム要件・校正・不確かさ・妥当性評価試験・評価面・空
間平均化形状・アレーアンテナ評価の高速化等）について議論。

• 評価方法の妥当性検証のため、日本主導で試験・研究機関やメーカー等が参加
する相互比較試験を実施。

【検討】

• CDドラフト案で新たに追加されたアレーアンテナの評価手順（フローチャート）にお
ける数値計算の必要性ついて議論があり、実際の携帯無線端末では数値計算に
基づく評価は必ずしも必要ではないことを確認。

• 引き続き国際標準化動向を注視し、CD案に基づき評価方法を策定していくことを
確認。



5G端末の技術動向（3GPP仕様） 7

• ミリ波ビームのカバレッジの仕様を規定。

• 複数アンテナからの同時送信を想定。

• ミリ波と6GHz以下の同時送信も想定。

• 複数の基地局への同時送信も想定。

電力密度評価方法作業班 配付資料2-3より
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5G端末の技術動向（トライアル） 8

電力密度評価方法作業班 配付資料2-4より

• 我が国の５G実証実験（トライアル）について紹介。

• ミリ波帯の利用状況・諸外国でのトライアルについて質問。



まとめ 9

• 2回の作業班において、国際標準化動向及び５G
端末の技術動向について検討してきた。

• 今後、我が国の技術動向を踏まえ、評価システ
ム・評価手順について検討していく。

• 国際規格原案が今秋に確定する予定であり、必
要に応じて我が国から積極的に評価手順を提案
し、国際的な整合性確保にも留意する。
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